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滋賀県大津市坂本城跡における

琵琶湖底石群の水中考古学的調査
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【これまでの主要な調査】

●大津市教育委員会
・本丸の遺構・遺物（礎石建物、瓦）　・石垣・堀（三の丸西限︖）
●滋賀県教育委員会
・本丸東側（琵琶湖側）の「湖中石垣」
●京都橘大学

・ 「湖中石垣」 南側 （南１区） 湖中の石群

➡石群周辺の水中考古学的調査 （2023 年度）
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【2023 年度の調査成果 （スキューバダイビング）】

●遺構・遺物は湖中石垣・南１区の南北で確認。北側（石群・
　湖中石垣・北の湾状地形部）はほぼ 16世紀代。
●石群の周囲から湖中石垣にかけて、湖中石垣の東面軸線を基
　準として栗石状の礫群分布。礫群は
　軸線から東西に張り出す部分あり。
●2022 年度調査時に比べ、湖底の
　標高上昇。

➡南１区石群 ・礫群は湖中石垣に

　関連する構造物であった可能性。
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　湖中石垣・北の湾状地形部）はほぼ 16世紀代。
●石群の周囲から湖中石垣にかけて、湖中石垣の東面軸線を基
　準として栗石状の礫群分布。礫群は
　軸線から東西に張り出す部分あり。
●2022 年度調査時に比べ、湖底の
　標高上昇。今回は遺物確認できず。

➡南１区石群 ・礫群は湖中石垣に

　関連する構造物であった可能性。

図１　琵琶湖岸の遺跡と坂本城跡

図３　坂本城跡本丸周辺の遺構配置（2023 年度末段階）図２　湖底の南１区礫群（径５～ 25cm）


